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9.研究成果の概要(当誌研究期間のまとめ. 600字-800事.-I:AI.グラフ等は記載しないこと)
ー本.研究はョ季節繁殖性を持つニホンザルを医学研究用動物として実験動物化するために、室円で周年にわー
たって繁殖出来る人工繁殖方法の確立を目的とし、平成7年から 8年の2年間に行った。以下に実験経過と成
績を示す。
1.メス、オス各々の年間の血中ホルモン値の動態、卵巣の形態観察および精巣の組織所見から、オス、メス何
れにおいても明臨な季節繁殖性と夏期の性腺機能の低下を確認した。
2.冬期の繁殖期、腹腔鏡により排卵時期を推定し電気刺激で得られた精子を経腫法によって子宮体部内に注入
する人工受精法によって6頭中 3頭の妊娠、出産に成功した。
3.夏期の非繁殖期、薬物による誘起排卵と精子の経腫的注入によって冬期同様の方法で人工受精を試みたが、
6頭すべて妊娠、出産には至らなかった。
4.夏期の性腺機能低下を回復させる方法として除法型Gn即fを用いたが十分な機能回復効果は得られなかった。
5.体外受精法 (IV町を試みるべく、誘起排卵法によって採取した成熟卵と電気刺激法によって得た精子を用
いてIVFを行った。その結果、 16頭中 12頭において受精に成功し卵の 2-6分割を確認した。
6.精子の凍結保存の検討を行った結果、IVF，ICSIに用いることが出来る精子の保存液と凍結保存方法に目処
が付いた。
7.夏期の性腺機能低下時に誘起排卵法による卵子と電気刺激法による精子を用いて顕微授精(ICSI)を試みた
結果4例中4例何れにおいても、授精、分割に成功した。
8.上記IVFあるいはICSIで得られた受精卵を腹腔鏡下で卵管内に移植を試みたが、妊娠には至らなかった。
以上のように、精液の経腫的人工授精法による人工繁殖法は方法論的には簡便ではあったが、繁殖効率の点
では不十分なものに止まった。今後、今回見通しが付L、た体外受精、顕微授精法と卵管内匪移植法につきさら
に例数を増やすことによって精度を高め、より確実な妊娠維持方法を見い出すことによって、周年室内繁殖方
法が完成し確立できると考えられる。
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5. PROJECTNUMBER: 07680914 
6. TITLE OF PROJECT : The establishment of artificial indoor breeding systems for 
the Japanese monkey 
7. HEAD町VESTIGATOR: 50106647， Ryuzo Torii， Shiga University of Medical 
Science， Faculty of Medicine， Associate professor 
8.別VES百GATORS(1): 60072675， Hideo Nigi， Osaka University， Faculty of 
Human Sciences， Professor 
9. SUMMARY OF RESEARCH RESULTS 
For the past two years we have investigated methods of artificial indoor breeding in 
the Japanese monkey. Our goal is to make the Japanese monkey， the seasonal breeder， 
as good experimental animal for biomedical researches which伺 nbreed throughout the 
year under laboratory conditions. Results obtained 面白epr回entinvestigation are as 
follows. 
1) Results of whole year observations of serum hormone level， ovarian mo中hology，
and testicular histology showed clear seasonal changes， and sexual function in both 
sexes dec面leddis白lCtlyin summer. 
2) During fertile season in the winter，叩propriate出ningof ovulation was verified by 
laparascopy and sperm∞Uected by electro-stimulation were introduced into the uterus 
through the vagina.百lefertilization resulted in p訂turitionwas achieved in 3 out of 6 
cases. 
3) During infertile season in the summer， the ovulation was chemically induced and the 
artificial insemination attempted by the same methods as in the winter breeding 
period. However， pregnancy and partrurition were not achieved in al of 6 cases. 
4) A sustained-release formation of a GnRH agonist was utilized maintain也esexual 
function during summer， but sufficient maintenance of activity was not achieved. 
5) IVF(in vi回 fe姐包ation)was t回tedusing sperms and ma加reova acquired也rough
electro-stimulation and chemically induced ovulation， respectively. Fe吋lization祖 d
two to six cleavages of血ezygote were confirmed in 12 out of 16 cases. 
6) Prosperous methods for preservative solution組 dfreezing of sperms available句
artificial insemination were established. 
7) Fertilization and cleavage of the zygote during the sum田町sterileperiod were also 
achieved by ICSI(intra c戸oplasmicsperm injection) using sperms叩 dova acquired 
through electro-stimulation and chemically induced ovulation， respectively. 
Fertilization and two to six cleavages of出e可gotewere confirmed in al of 4 cases. 
8) On an a批mptof embryo transfer (ET)， embryos acquired by the above mentioned 
IVF and ICSI procedures were仕ansferredto the oviduct of females under 
laparascopic observations but none of those became pregnant. 
As shown above， introduction of sperm into the vagina， being a convenient method 
of artificial insemination， isnot an efficient method for breeding. Now， IVF， ICSI組 d
ET investigated in血epresent study are expected to become good methods for the year 
round indoor breeding， through further studies for implantation and maintenence of 
pregnancles. 
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9.研究経過
本研究は、季節繁殖性を持つニホンザルを医学研究用動物として実験動物化するために、室内で周年にわたって繁殖出来る人
工繁殖方法の確立を目的とし、平成7年から8年の2年間に行った。以下に実験経過と成績を示す。
1.メス、オス各々の年間の血中ホルモン値の動態、卵巣の形態観察および精巣の組織所見から、オス、メス何れにおいても明瞭
な季節繁殖性と夏期の性腺機能の低下を確認した。
2.冬期の繁殖期、腹腔鏡により排卵時期を推定し電気刺激で得られた精子を経腫法によって子宮休部内に注入する人工受精法に
よって 6頭中3頭の妊娠、出産に成功した。
3.夏期の非繁殖期、薬物による誘起排卵と精子の経腫的注入によって冬期同様の方法で人工受精を試みたが、
産には圭らなかった。
4.夏期の性腺機能低下を回復させる方法として除法型白E町fを用いたが十分な機能回復効果は得られなかった。
5.体外受精法(NF)を試みるべく、誘起排卵法によって採取した成熟卵と電気刺激法によって得た精子を用いて NFを行った。
その結果、 1 6頭中 12頭において受精に成功し卵の2-6分割を確認した。
6.精子の凍結保存の検討を行った結果、 NF，ICSIに用いることが出来る精子の保存液と凍結保存方法に目処が付L、た。
7.夏期の性腺機能低下時に誘起排卵法による卵子と電気刺激法による精子を用いて顕微授精(ICSりを試みた結果4例中4例何れ
においても、授精、分割に成功した。
8.上記IVFあるいはICSIで得られた受精卵を腹腔鏡下で卵管内に移植を試みたが、妊娠には至らなかった。
以上のように、精液の経腫的人工授精法による人工繁殖法は方法論的には簡便ではあったが、繁殖効率の点では不十分なもの
に止まったロ今後、今回見通しが付し、た体外受精、顕微授精法と卵管内匹移植法につきさらに例数を増やすことによって精度を
高め、より確実な妊娠維持方法を見い出すことによって、周年室内繁殖方法が完成し確立できると考えられる。
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